













National Government versus Ethnic Minority:  







１．下記のように、2012年 9月に提出された中井遼氏の博士学位申請論文 “National 
Government versus Ethnic Minority: Ethnopolitics and Party Systems in New Europe” を
審査した。 
 
 日時：2012年 10月 29日（月）10時～12時 
 場所：早稲田キャンパス 26号館 803教室 
 審査委員：（主査）久保 慶一 政治学研究科 准教授 
   （副査）久米 郁男 政治学研究科 教授（スカイプを通じ参加） 




本学位申請論文は、本文 A4用紙 141頁、英文で 35457語（目次、巻末資料、文献リストを
含む）からなる研究である。全体は、次のように 7章からなっている。 
 
Chapter 1. Introduction 
 
Part I  Theory and Statistics 
Chapter 2. Theories: Ethnopolitics is about Interests 
Chapter 3. Statistics: The Effect of Party System on Ethnopolitics 
 
Part II  Case Studies 
  Chapter 4. The Baltic States as a Wonderland 
  Chapter 5. Latvia: Confrontational Ethnopolitics in Amicable Society 
  Chapter 6. Estonia: Accomodative Ethnopolitics in Polarized Society 
 
Part III  Conclusion 





































































































































































































きないことを明らかにした上で、第 5 章と第 6 章で、本論文が着目する「保守陣営内部の
競合性の度合い」が歴代政権の対応の違いにつながっていることを説得的に示している。
こうした比較分析は、J.S.ミルの「差異法（Method of difference）」ないし Przeworski and 









































2012年 11月 20日 
 
審査員 
主査 久保慶一 早稲田大学大学院政治学研究科 准教授（Ph.D. London School of 
Economics and Political Science） 
副査 久米郁男 早稲田大学大学院政治学研究科 教授（Ph.D. Cornell University） 
副査 伊東孝之 早稲田大学  名誉教授 
 
